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感動は物語を生み、人は共鳴する。

そして、さまざまな示唆を得る。

今年も物語を紡げただろうか。

人生を織りなす縦糸、横糸。

一本一本紡げただろうか。

“千人”の回峰は“千”の物語を生む。
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【注】登場していただいた方々の肩書きは取材当時のものです。

　博多から釜山の港まで高速船ビートル
で移動した。荷物を抱えた人たちが待合
室で話している。静かな会話が聞こえる。
他愛のない話で、実にのんびりした旅の
気分に浸りながら乗船を待った。お客は
10人もいただろうか。旅人は私ぐらいで、
行商の趣が濃い人たちだ。対馬には立ち
寄らないで、直行した。船は速度を上げ

て快走する。地図上では日韓を隔てる狭い海も、ビー
トルから見渡す海は、大海原と思えるほど広々してい
る。高電社の創業者・高基秀さんは1951年冬、イカ釣
り漁船の船底に身を隠して日本に向かった。つい先頃、
その高電社から郵便物が届いた。
　「あれ？　何だろう」。
書籍のようだが、思い
当たる節はない。「おや、
まあ」。これは懐かしい
高基秀さんの自伝だ。
「ちょっと、待てよ」。亡
くなられたのは2006年
5月22日だから、14年ぶ
りの再会だ。嬉しくなる。
お久しぶりです。書籍
の名前は『母国ふたつ』。
著者は高基秀／ライフス
トーリー編著者・岩城陽
子。高さんの書き下ろし原稿に、奥さまが史実を添え
ながら肉付けをされたものだ。1934年に済州島で生ま
れた。故郷から早稲田大学での思い出。そして30歳の
結婚と同時に大阪で電気工事業を創業。65年当時の日
本は経済成長期の真っ只中である。事業を拡大しなが
ら経営にパソコンを使おうと学ぶうちに「これは伸びる」
の直感から45歳でパソコン学院を立ち上げる。先見性
もあるが、それを上回る勇気がある。
　高さんは当時、すでに成功者である。それなのにな
ぜ。それも異業種での新規事業である。不安とか恐れ
という感情はなかったのだろうか。それだけではない。
さらに創業事業の延長線上に「同時翻訳ソフト」の開
発事業に舵を切っている。日本語がわからないことで
おかした失態。恐怖の体験を経て、日本語を習得する
ことの苦労を知っているだけに、韓日同時翻訳ソフト
を開発するという挑戦への動機は理解できる。しかし、
挑戦するというマグマはどこから噴出するのだろうか。
理解できない。同時翻訳の世界は奈落の底と言えるほ
どに終わりがなくて深いのだ。当時は研究機関や大企
業のテーマであった。ここまで書き進めながら思う。
この人は限界をつくらない男だ、と。
　開発を進めるにはパソコンの知識が必要だ。「私は
英語が読めて数学の知識があったからマイコンが理解
できた」と自伝に記している。高さんの顔が思い浮か
ぶ。ひょっとすると、日韓の同時翻訳ソフトの開発は
“母国ふたつ”という人たちが味わうすべての人たちへ
のプレゼントソフトにしようと高さんは考えたのでは
ないか。自身の切実な体験がエネルギーとなって、周
囲に呆れかえられても永遠に手がけようと決めていた
のではないか。釜山港に着いた。下船する人たちの会話
はハングルになっていた。 （BCN 奥田喜久男記）
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